
近現代建築再生の課題   JIA関東甲信越支部再生部会 

【日時】10月28日（金）11：45～13：30 

【会場】大阪市中央公会堂 　大会議室  

コルビュジエの西洋美術館が世界遺産となり、国内の近現代建築の評価

が見直される状況がある。しかし、ニューヨークのエンパイヤステート

ビル（1931）は環境的にも改修されてランドマークとして指定されてい

るが、国内では 20-30 年で超高層建築ですら解体、建替が進んでいる。

日本の近現代建築の保存再生は、今、多様な課題に直面している。

課題を以下の4点に絞り、現状報告を行った後に、これからの近現代建

築再生の課題と解決策を模索する。 。  

１）なぜ、近現代建築は残らないのか？  

２）近現代建築の価値は、なぜ伝わらないのか？   

３）イメージ継承や一部保存は果たして保存再生と言えるのか？ 

４）保存再生を助ける法制度はないのか？
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